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リンゴ :年生樹の生育に対する根量 ,切返し高及び BA処 理の影響
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1  は  し め に

一般的に苗木の良否は栽植後の生育,収量に大きく影響

すると言わているが ,実際どの程度の影響があるかについ

て検討された例はあまりない。また, 1年生苗木の心枝の

切返しは,従来地上90m付近の高さで行われているが,苗

木の素質に応じて加減する必要があると考えられる。そこ

で,こ こでは苗木の素質として根量を取り上げ,根量の多

少並びに心枝の切返し高にBA処理も加え,こ れらの要因
が栽植 1年 目の生育に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

(1)苗木養成 : 昭和59年春に盛十養成 2年目の実生つ

きM'A台にふじを接木し,同年秋にそれらを掘りLげ ,

実生台部分を切除した。なお ,苗木養成本数は160本で ,

これらの大部分は樹高15～ 192に生長していた。
●)栽植 : 59年 12月 に場内ほ場に4× 2πで栽植した。
い)処理方法 : 96樹を用い,根量 2水準,心枝の切返
し高 4水準,及びBA2水準の組み合わせ処理を行った。
1)根量の区分 : 栽植前に養成苗木の中から根量が

著しく少ないものは取り除き,残った苗木を根量多と少の

グループに区分した。それぞれのグループから8樹を抽出

し,根重を測定した結果,根量多では範囲 8～35夕 ,平均

20',少では範囲 3～ 8夕 ,平均 5,で ,根量多の苗木は少

の苗木より根量が平均で4倍あるが,ばらつきも大きかった

2)心枝の切返し : 60年 4月 に根量多及び少区とも
に地上150,120,90及び60卸の高さで心枝を切返した。

3)BA散 布 : 各区の半数の樹に対して,60年 6月

下旬 (心枝平均32m伸長時)に ピーエー液剤 100倍を心枝全

体と主幹の短果枝に散布し,残 り半数の樹は無散布とした

“

)共通管理 : 全樹を対象に,5月 下旬に切返し部位

付近から発出した強勢な■1枝は基部 1～ 2椰残して短さい

した (1樹 3本前後 )。 また,乾燥時には随時かん水した。

(5)調査方法 : 生育調査は栽植時と栽植 1年目の秋

に行った。その際,幹周は接木部位の20"上を測定し,側

枝は地上50m以上の部位から発出した長さ l cll以 上の新梢

を対象に調査した。

3試 験 結 果

い)生育に対する各要因の作用 (表 1)

心枝,幹及び■1枝の生長に対する根量,心枝の切返し高

並びにBA処理効果の有意性を検定した。その結果,心枝

と幹の生長においてはそれらの要因の主効果だけで有意性

が認められた。また,側枝の生長においては主効果ととも

に交互作用でも有意性が認められたが,交互作用の分散は

主効果の分散よりかなり小さかった。

表 1 樹の生育に対する根量,切返し高及びBA処理効果の検定 (分散分析 )
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●)根量の効果 (表 2)
根量多区では心枝長,幹肥大率 (栽植 1年後の幹周

2/

栽植時の幹周
2),側
枝の本数及び平均長が根量少区の12

～15倍あり,多区の方が少区より生育は全体的に優れた。

表 2 生育に対する根量の効果
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表 3 生育に対する心枝切返し高の効果
し高 側枝総長

(″ /樹 )(C→
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注 1)i異 なるアルファベット間は 5%水準で有意差あり。

表 4 生育に対するBAの効果
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0 心枝切返し高の効果 (表 3)
心枝の伸長は60ぃ切返し区が他の切返し区より10mほ ど

長かったが,樹高,幹肥大率及び側枝本数では切返しが高
い区ほど勝った。

“

)BA処 理の効果 (表 4及び 5)
BAは主として側枝の生長に影響し,散布区では側枝が

無散布区の約 2倍発出し, しかも長さ30m以下の短い枝が

多かった。また,BAは心枝の切返しが高い区に散布した
場合,よ り効果的であった。

0)側枝の地止高別発出分布 (図 1)
心枝の切返し高及びBA処理と側枝の地 L高別発出分布
との関係をみると,根量多及び少区ともにBA散布区では
切返しが高い区でも樹全体から比較的まんべんなく側枝が

発出したのに対し,BA無散布区では切返しが高い区はど
地上50～70cm部位に側枝が不足する問題があった。

4考   察

栽植する苗木の素質として根量について検討した結果 ,
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25c    10c     loc    45d

田 o-30“     目 11‐

側枝の発出分布に対する心枝切
返し高とBA処理の影響

根量多区の 6樹平均を示した。

根量の多少は生育全体に影響を及ぼすことが明らかとなつ

た。しかし,根量の違いによる生育差は当初予想したはど

大きくなく,根量が少ない苗木でも実用上それほど問題が

ない程度に生育した。ただし,これは管理を周到に行った

場合の結果であるので,lll雑 に管理した場合にも同様にな

るか検討する必要がある。また,栽植時の心枝の切返し高

はそれはど重要視されていなかったが,切返しの高さは根量

と同等又はそれ以上に生育に影響することが示され,根量

が多く,心枝の伸びも良い苗木の場合は従来より30～ 60"

高い地上120～ 150ぃ の位置で切返した方が ,樹冠早期形

成の上で有利とみられた。ただし,この場合にはBA散布
などにより下枝の発出を促進する必要がある。

なお,栽植 1年 日の状況では根量多+切返 し高120～

150m+BA散布の区が最も望ましい生育を示しているよ
うにみられ,今後の生育に対してこれらの要因がどのよう

に影響するか,収量と合わせて継続して検討する予定であ

る。

表 5 側枝の発出に対する心枝切返し高とBAの効果
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